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NOPTZまたは OPTZ,HEX, NROUND. 
NOPTZまたは OPTZ,HEX, NROUND. 
OPT= 1, NROUND. (OPT=2は現在使用できない。）
OPT=lまたはOPT=2,NROUND, INLINE=O, NIAP. 
表 2には 1/1000秒まで示しているが、 CPU時間は、 システム構成、負荷の大小などに依存す























































R V R V 
NOPTZ OPTZ NOPTZ OPTZ 
OPT=l OPT=l OPT=2 
(NOPTZ) (NOPTZ) (OPTZ) 
A 8.452 8.622 10.283 10.100 8.529 9.012 8.938 
B 44.204 43.277 54.946 53.680 42.505 44.789 43.766 
C 52.542 52.058 113.497 113.715 65.279 67.659 58.187 
D 41.166 38.466 101.870 100.976 44.088 43.952 40.550 
E 2.177 1.691 3.068 2.720 3.068 2.832 2.355 
F 3.935 2.042 5.371 3.955 4.494 3.737 2.492 
G 74.573 22.205 100.111 57.500 65.138 72.465 20.127 
H 129.106 37.287 164.095 105.913 113.176 106.295 33.715 
I 24.045 6.421 29.048 16.545 21.548 23. 709 5.718 
J 76.810 22.000 93.914 52.445 72.312 61.800 20.441 
K 6.008 4.921 9.345 8.139 6.560 7.155 5.197 
L 2.978 2.911 4.335 4.305 3.259 3.944 3.057 
M 84.645 73.337 129.002 126.977 90.806 135.772 84.069 
N 189.643 109.591 239.013 144.143 214.265 225.949 95.930 
゜
8.038 7.320 10.836 10.191 9.054 10.498 9.847 
p 14.308 13.006 14.556 12.484 13.880 15.107 12.84 7 
Q. 45.263 44.955 61.076 60.575 43.787 56.311 42.233 
R 37.598 36.363 75.777 74.867 37.687 36.858 35.307 
s 48.972 47.874 108.295 108.361 52.427 59.303 56.607 
T 33.771 29.387 69.541 67.379 38.772 41.995 37.913 
u 2.610 2.254 12.480 11.865 6.112 9.433 2.421 




(1) FORTRAN 66のVモードは、 CPU時間が 35-90釘程度長くかかる。
(2) NOPTZ (OPT=l)の場合には、 FORTRAN66と77のRモードはほぼ同一であるが、
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FORTRAN77のVモードでは、 10釘程度長くかかる。






























SQRT, DSQRT, SIN, DS IN, COS, DCOS, EXP, DEXP, 
ALOG, DLOG, ALOG 10, DLOG 10. 
I** I, R** I, D** I, R**R, D**D. 
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ただし、 Iは整数型、 Rは実数型、 Dは倍精度実数型とする。
複素数の乗除算 C*C, CIC, CD*CD, CD/CD. 
ただし、 Cは複素数型、 CDは倍精度複素数型とする。
インライン展開の指定は、コンパイラオプションによって行う。バッチ処理の場合のオプション












OPT= 2 (OPTZ) 二~ INLINE = 0 INLINE = 1 INLINE = 2 
G 
19. 71 7 21. 811 19. 045 
1 1.106 0. 965 
M 
83. 660 73. 055 71. 358 
1 0.873 0. 852 
R 
34. 413 33. 986 27.091 
1 0. 987 0. 787 
s 56. 246 42. 263 39. 550 
1 0. 751 0. 703 
A - U の合計 606. 297 583. 762 測定せず
（上記 4本を含む） 1 0. 969 
上段 コンパイルとリンクを除いたCPU時間（単位秒）
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だし、プログラムGのように、 INLINE=0 より INLINE= 1の方がCPU時間が長くかか
るものは少数である。 21本のテストプログラムの中で、 CPU時間の増加が5%をこえるものは、
プログラムGの他には IとUにすぎない。































ンラインの指定がなければ、 INLINE=2 とみなされるから、 OPT=3かつ INLINE=2
の値をも示した。なお、表 4のCPU時間には、表 3の場合と同様に、 コンパイルとリンクは含ま
れてはいない。
残念ながら、 A-Uの21本の約 2/3を OPT=3で実行したが、表 4に示したように、 OPT






INLINE = 0 INLINE = O INLINE = 2 
G 
19. 717 19.347 19.227 
1 0.981 0.975 
H 
33.402 32.978 33.181 
1 0.987 0.993 
R 
34.413 34.301 26.390 
1 0.996 0.766 
上段 コンパイルとリンクを除いたCPU時間（単位秒）



















場合には IF文の有無である。たとえば、プログラム H中のビボットの選択の部分には必ず IF文
があらわれてくる。表 5の値はソースプログラムをまった＜修正しない場合であるが、プログラム




INLINE = 0 INLINE = 2 
NIAP IAP IAP 
G 
19.717 14.592 13. 719 
1 0.740 0.695 
H 
33.402 32.048 36.637 
1 0.959 1.096 
J 
19.672 9.625 9.531 
1 0.489 0.484 
上段 コンパイルとリンクを除いたCPU時間（単位秒）


















(2) デバッグ機能のSUBCHKと FDSは、 OPT=Oまたは OPT=lでのみ有効である
こと。


































大阪大学大型計算機センターニュース - 67 - Vol. 12 No. 3 1982-11 
のにもかかわらず、一行の書き換えも必要とはしなかった。 また、 センター・ライプラリーの
FORTRAN77のVモード化においても、数本のプログラムのごくわずかな修正でよかった。した
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